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町田市立小学校でゼルビアコラボ給食の実施決定！
　　FC町田ゼルビアでは、町田市教育委員会と連携し、明治安田Ｊ１リーグ開幕に向けて町

田市立小中学校給食で『Ｊ１開幕！がんばれゼルビア！FC町田ゼルビア応援献立給食』を提供
することとなりました。町田市立小学校とのコラボ給食はクラブ史上初、町田市立中学校とのコ
ラボ給食は4回目の提供となります。
小中学生がコラボ給食を通じて、自分自身の健康や成長に興味関

心をもち、自分に適した望ましい食選択及び食行動を実践する力を培
うことを目的としています。今後も町田市教育委員会と連携し、子ど
もたちの食育に貢献できるように取り組んでまいります。

ゼルビーがおむすび食堂を訪問！
　　1月19日（金）、パートナー企業である株式会社鳳山が運営する

『おむすび食堂』をゼルビーが訪問しました。『おむすび食堂』はYouYou 
Living Cafe にて毎週火曜日～金曜日に実施しているこども食堂です。
この日はゼルビアデーと題し、ゼル塾・ぬりえ・ピンポンチャレンジなど訪
れた子どもたちが時間を問わず楽しめるアクティビティを展開しました。放課
後に訪れた子どもたちは、宿題に取り組んだり、ぬりえやゼルビーと交流した
りと楽しそうに時間を過ごしていました。また運営には玉川大学の学生がご
協力くださり、子どもたちにゼル塾の答え合わせや解説を指導してくれました。

【小学校給食】　対象校：町田市立小学校 42校
　FC町田ゼルビア栄養管理アドバイザーがFC町
田ゼルビア選手へ提供している献立から小学生に
とって特に必要な栄養素を含んだ献立を考案し、
町田市立小学校の栄養教諭及び学校栄養職員が提
供メニューをアレンジしました。

【中学校給食】　対象校：町田市立中学校 19校
　勉強や部活など学校生活におけるパフォーマンス
を高めてもらいたいという想いから、スポーツ選手
に必要な栄養素を効果的に摂取できる献立をFC町
田ゼルビア栄養管理アドバイザーが3種類監修し、
町田市教育委員会の管理栄養士が選択制ランチ
ボックス給食で提供できるようアレンジしました。

1月16日（火）、17日（水）、18日（木）の3日
間にて町田市立忠生中学校 2年生の職場体験学
習にご協力させていただきました。
1日目は、FC町田ゼルビア三輪緑山ベースに

てトップチーム練習見学とクラブハウス見学を実
施。練習見学では、選手のトレーニングはもちろ
ん様々なスタッフがチームをサポートしている様子
を見学しました。クラブハウスでは施設内の説明
やチームスタッフが実際にどのように業務を行って
いるのかなどをご紹介しました。サッカー部の学生
も多く、近くで見る選手のプレーや充実した施設
を楽しみながらも真剣な表情で見学していました。

2日目からは、スタッフとともに『青く染め隊』
活動を実施。2チームに分かれ、各チームごとに
リスト作成や備品準備をみんなで話し合いながら
進めていきました。
最終日は実際に街に出て活動を実施。お店を

訪問してポスター協力の依頼や貼り付け作業を行
いました。お店の方々にも温かくご対応いただき、
子どもたちは緊張しつつもしっかりと会話するこ
とができていました。
活動後には、「準備にも多くの時間がかかること

を知った」「地域のことを知ったりお店の人と関わ
りをもつことができた」と感想をくれました。

町田市立忠生中学校の職場体験学習を実施！

今回、中学校では初となる職場体験学習を
行いました。
三日間の活動の中で子どもたちには「競技
面の選手に近い部分」と「事業面であるフロ
ントスタッフの業務」両面に触れてもらいた
いと思い、カリキュラムを考案しました。
限られた時間でしたが、プロの世界に触れ興奮した様子や大人

との会話に緊張したり、仲間と協力し綺麗にポスターを貼ったり
と一人一人が全力で取り組んでくれたことが何より嬉しかったで
す。どんな道に進んでも、この経験が少しでも子どもたちの未来
に繋がることを願っています！

担当スタッフコメント

小池万次郎

スポーツをすると体が強くなり、成
長に良い影響を与えます。食事はそ
の体を支える重要な役割を果たして
いて、バランスの取れた栄養が健
康な体を作ります。だから子どもの
頃から好き嫌いなく何でも食べるこ
とが大事ですし、給食をしっかり摂
ることで、元気いっぱいスポーツや
学校生活を楽しむことができるよ！

中島裕希選手より
子どもたちへメッセージ

ゼルビアアシストについて

ゼルビアアシストは、ＦＣ町田ゼルビアとともに実現していく
街づくりへのアシスト（協働・地域貢献）プラットフォームです。

次世代へと繋げる魅力的な街づくりを共に行いましょう！
皆さまからのアシスト（協賛）お待ちしております。

　ゼルビアアシストは、ＦＣ町田ゼルビアとともに実現して
いく街づくりへのアシスト（協働・地域貢献）プラットフォー
ムです。

　次世代へと繋げる魅力的な街づくりを共に行いましょう！
皆さまからのアシスト（協賛）お待ちしております。

街の賑わいや発展に協働して取り組み
次世代へと繋げていく街に

子どもたちが
大きな夢を描ける街に

地域環境の向上や
地域課題の解決に積極的な街に　

サッカーやスポーツを通じた
健康づくりができる元気な街に

人と人との繋がりが
生まれる街に

健康

福祉

環境

子ども

街づくり
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がんばれゼルビア！ 応援ゲーフラをつくろう 2024
　　2月11日（日）、FC町田ゼルビア後援会とTSUTAYA 町田木曽店との共催による

「オリジナルゲーフラづくり」を開催しました。
当日のイベントは 3 枠すべてが満席となり、30 名以上の方々が参加されました。参加
者の皆さまは、それぞれ個性溢れるゲーフラを作成され、FC町田ゼルビアの開幕に向け
ての熱意と期待が高まりました。子どもたちはもちろん、大人の参加者も真剣に取り組み、
それぞれの思いが込められたゲーフラがたくさん完成しました。

2024 シーズンもやるぞ！「ゼル塾」
　　FC 町田ゼルビアは、2020 年から始まった「ゼル塾」を、2024シーズ

ンも引き続き実施します。ゼル塾は、子どもたちが楽しく学び、クラブをより身
近に感じてもらうことを目的としたコンテンツです。
ゼル塾の教材は、クラブのホームページで公開。また、
ホームゲーム会場でも配布しています。サッカーに関連し
た教育コンテンツを通じて、子どもたちにサッカーと学び
の楽しを同時に体験してもらうことを目指しています。

2月20日（火）、太田宏介クラブアンバサダーが
TOKYO UNITE 主催『第 2回キッズスポーツフェス in
両国国技館』に参加しました。
「一人でも多くの子どもたちにスポーツをする機会と、
無限の可能性を提供したい。そして、東京を世界で
もっともエネルギーに満ちた都市にしたい。」という想
いのもと、大相撲の聖地である両国国技館で、
TOKYO UNITE 参画チーム・団体がスポーツ体験プ
ログラムや、食による健康づくりの学びの場を提供。
更に東京都との共催で、首都直下地震等の災害への
備えや知識を、体験を通じて学べるコーナーを用意し
ました。
太田宏介クラブアンバサダーはFC 町田ゼルビア・

FC東京・東京ヴェルディによるサッカー体験コーナー

から参加！ サッカーボール・フットサルボール、更に
はセパタクローのボールを使用し 3 種類のアトラク
ションを子どもたちに楽しんでいただきました。子ども
たちに積極的に声かけしつつ、チャレンジしている子ど
もたちと一緒になって喜び会場を盛り上げていました。
その後は各種スポーツコーナーを体験！ 普段プ

レー機会が少ないスポーツにも果敢にチャレンジして
いました。更には東京都防災コーナーでは防災用トイ
レ体験やVRを活用した消火体験、日本相撲協会に
よるちゃんこ試食など場内の全てのブースをまわらせて
いただき子どもたちと同様に楽しませていただきまし
た。後半には子どもたちからのインタビュー！ 緊張し
ている様子の子どもたちにも、わかりやすく丁寧に受
け答えしていました。

太田宏介クラブアンバサダーが
『キッズスポーツフェス』に参加しました！

子どもの頃から様々な
スポーツを体験することはものすごく貴重ですし、
このイベントではトップアスリートと直接触れ合える
こともできて子どもたちにとって忘れることのない
一生の思い出になったのではないでしょうか。
自身が子どもの頃にこんなイベントがあったらな～
と羨ましく思いました。
僕もスポーツを通して無限の可能性を提供できるよ

う引き続き頑張ります！

担当スタッフ
コメント

ゼル塾の教材は
こちらで公開

（クラブホームページ）

小学1年生～ 6年生の「復習」をベースとした教
材を準備しています。これは、普段の学習の補足と
して楽しんでいただくことを目的としています。算数
を遊び感覚で学べるような教材を作成しました。

選手の名前の書き取りを通じて、子どもたちに文
字の書き方を学んでいただきます。

ゼルビア算数

ゼルビア国語

個別指導塾フォルテ
枠あり /ひらがななし枠あり /ひらがなあり

枠なし /ひらがななし枠なし /ひらがなあり

基本形

��

ゼル塾

太田宏介
アンバサダー

子どもたちが大きな夢を描ける街に

スクールの詳細･無料体験のお申込みはこちら▶▶

無料体験受付中!!

ゼルビアでサッカーを思いっきり楽しもう!!

FOOTBALL
SCHOOL

FC町田ゼルビアフットボールスクールでは、様々なクラスと会場でスクールを開催していますので、お子様に合ったスクールを選ぶことができます。
まずは無料体験に参加をしてゼルビアのスクールを実際に体験してみよう！
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初めてのＪ１リーグに向けて街全体が
結束できたことは、町田市の皆さまのご
協力と支援のおかげです。心から感謝を
申し上げます。町田駅ペデストリアン
デッキの 1号デッキに掲示された 22 メートルの装飾は、
1シーズン掲載いただくことになり、チームと街の誇りを象
徴しています。装飾を見ながら会話を交わす方や、写真を撮
る方を見かけるたびに、とても嬉しい気持ちです！ 町田市
全体を一つにし、さらに活気があふれる街にできるよう、こ
れからも全力で活動して参ります。

担当スタッフコメント

　　1月27日（土）、東京たま未来メッセにて
開催された多摩地域最大級の展示会『たま未来・
産業フェア』にて講演を行いました。
多摩イノベーションエコシステム実行委員会より

ご依頼をいただき、株式会社ゼルビア 渉外部 部
長の近藤安弘が地域産業×スポーツのセッション
を担当し「ＦＣ町田ゼルビア 地域やファンと共に
勝ち取った　昇格までの軌跡」と題しお話しさせ
ていただきました。
講演はクラブの歴史を振り返ることからスター

ト。MCの方と投影されたスライドを見ながら、
当時の出来事などを振り返りました。重要なクラ
ブ歴史の1つである2010年のJリーグ入会審査。
町田に Jリーグクラブを！と街の熱量があがり有
志アンケートなど活動を行った当時の様子をＦＣ
町田ゼルビア後援会の石黒さんにVTRにてお話

しいただきました。そして話題はクラブが行う社会
連携活動へ。時代とともに取り組み内容も変化して
くパートナー企業・アシスト企業の皆さまとの連携
方法について理解を深めていきます。
今回はホームゲーム会場を活用し入社式を実施い

ただいた『株式会社ユニテックス様』、ベトナムでの
サッカー教室にご協力いただいた『株式会社エーエ
ルジェイ様』、ゼル塾での教材監修等にご協力いた
だく『株式会社 ACフォルテ様』にVTR 協力をい
ただき、FC町田ゼルビアとの出会いや連携項目の
具体的な説明、プロサッカークラブと協業する企業
側から感じるメリットなどをお話しいただきました。
講演予定時間の1時間があっという間に経過しク
ロージングへ。ＦＣ町田ゼルビアが目指す未来像や
2024シーズンへの想いをお伝えし講演は終了とな
りました。

たま未来・産業フェアにて講演を行いました！

ゼルビーが節分祭に参加しました！
　2月3日（土）、ゼルビーが春日神社（大蔵町）、菅原神社（本町田）
にて豆まきに参加し、多くの方々と交流させていただきました。
今年1年皆さまが健康に過ごすことができるよう願っております。

2月24日（土）ホーム開幕戦に向けて、町田市による『ＦＣ
町田ゼルビア応援ウィーク』を今年も実施いただきました。

ＦＣ町田ゼルビアＦＣ町田ゼルビア を実施！を実施！応援ウィーク

1  町田市庁舎1Fで職員の皆さまによる
「応援Ｔシャツの着用」
2  町田市庁舎 1Fのイベントスタジオで 2 週間
「ＦＣ町田ゼルビア応援ブース」を展開
3  町田駅ペデストリアンデッキ1号デッキに
22メートルの特大装飾が登場

4  町田駅ペデストリアンデッキ1号デッキを
ポスタージャック！

5  町田市公式サイトのトップページ・ブランディング
エリアに告知バナー表示

6  町田市庁舎＆ペデストリアンデッキをライトアップ
7  東急リバブル前のデジタルサイネージ
8  JR 町田駅前モニュメント（光の舞）柵への横断幕掲出
9  町田市庁舎ワンストップロビーへの横断幕掲出
10  町田市公式 SNSでの試合告知

22メートルの壁面ラッピング

野本倫央

街 づくり
アシスト

A S S I S T  f   r  T O W N  P L A N N I N G
街の賑わいや発展に協働して取り組み

次世代へと繋げていく街に

FC町田ゼルビアのオフィシャルグッズ が

オフィシャルWEBショップ
はこちらから

から購入できる！WEB
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A S S I S T
f o r  H E A L T H

健康アシスト健康アシスト
サッカーやスポーツを通じた
健康づくりができる元気な街に
サッカーやスポーツを通じた
健康づくりができる元気な街に

2月4日（日）、ゼルビーが国立代々木競技場第一体育館にて開催された、アルバル
ク東京のホームゲームに参加しました。
TOKYO UNITE 連携の一環として駆けつけたゼルビーは、早速入場ゲートにてお客さ

まをお出迎え。アルバルク東京ファン・サポーターの方々が温かく接してくれたこともあり
ゼルビーはとても嬉しそうに交流を楽しんでいました。
その後はラグビー『リコーブラックラムズ東京』のブースでラグビーを体験！ 投げ方を
丁寧に教わりゼルビーが何度も挑戦する様子に周りからも熱い声援が送られました。
オフィシャルキットパートナーのアディダスジャパン株式会社様のブースではスポーツチャ
レンジに参加する方 を々全力応援しイベントを盛り上げていました。
そしてゼルビーは、試合前とハーフタイムの 2回コートに登場させていただきました。
約1万人の方々から大きな拍手とともにお迎えいただき、ゼルビーは大興奮の様子！
アルバルク東京の『ルーク』、リコーブラックラムズ東京の『ラムまる』とともにグリーティ

ングで来場者の方 と々たくさん交流をさせていただきました。

2016 年から古紙・段ボール等の回収を行
い、ファン・サポーターの方々に身近なエコ
活動としてご協力いただいております。
ＦＣ町田ゼルビアだけでは行うことができ
ないリサイクルは、ゼルビアアシスト企業で
あるエコテック様・グリーン山愛様のサポー
トをいただき、回収するための場所の確保
は町田市様のサポートをいただき持続的な
活動として運営されています。
ファン・サポーターの方々を含めそれぞれ
の強みを発揮し、社会課題に向き合い解決
あるいは改善へと取り組んでいく社会連携
活動としてこれからも全力で取り組んでまい
ります。

担当スタッフ
コメント

野村卓也

古紙・段ボール等を定期回収しています！
ＦＣ町田ゼルビアでは、株式会社グリーン山愛様・

エコテック様・町田市環境資源部様・一般社団法人
まちだエコライフ推進公社様と連携し、古紙・段ボー
ル等の定期回収をリサイクル広場と合同で町田市バイ
オエネルギーセンターにて開催しています。回収した
古紙・段ボール等はもう一度資源に戻し新たな製品と
なって活用（リサイクル）されます。

1月20日（土） 実績報告
ダンボール 20kg、雑誌 10kg、
新聞 66kg、衣類 2kg、アルミ缶 2kg

2 月17日（土） 実績報告
段ボール 20kg、雑誌 88kg、
新聞 30kg、衣類 1kg、アルミ缶 1kg
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毎月第3土曜日に開催しておりますので、
ぜひ持ち込みにご協力ください。

会場：町田市バイオエネルギーセンター
　　　（〒194-0202 東京都町田市下小山田町3160 番地）
　　　※駐車場は入庫後30 分まで無料

ゼルビーが『アルバルク東京ホームゲーム』ゼルビーが『アルバルク東京ホームゲーム』に参加しました！に参加しました！

初めてのＪ１リーグに向けて街全体が
結束できたことは、町田市の皆さまのご
協力と支援のおかげです。心から感謝を
申し上げます。町田駅ペデストリアン
デッキの 1号デッキに掲示された 22 メートルの装飾は、
1シーズン掲載いただくことになり、チームと街の誇りを象
徴しています。装飾を見ながら会話を交わす方や、写真を撮
る方を見かけるたびに、とても嬉しい気持ちです！ 町田市
全体を一つにし、さらに活気があふれる街にできるよう、こ
れからも全力で活動して参ります。

担当スタッフコメント

　　1月27日（土）、東京たま未来メッセにて
開催された多摩地域最大級の展示会『たま未来・
産業フェア』にて講演を行いました。
多摩イノベーションエコシステム実行委員会より

ご依頼をいただき、株式会社ゼルビア 渉外部 部
長の近藤安弘が地域産業×スポーツのセッション
を担当し「ＦＣ町田ゼルビア 地域やファンと共に
勝ち取った　昇格までの軌跡」と題しお話しさせ
ていただきました。
講演はクラブの歴史を振り返ることからスター

ト。MCの方と投影されたスライドを見ながら、
当時の出来事などを振り返りました。重要なクラ
ブ歴史の1つである2010年のJリーグ入会審査。
町田に Jリーグクラブを！と街の熱量があがり有
志アンケートなど活動を行った当時の様子をＦＣ
町田ゼルビア後援会の石黒さんにVTRにてお話

しいただきました。そして話題はクラブが行う社会
連携活動へ。時代とともに取り組み内容も変化して
くパートナー企業・アシスト企業の皆さまとの連携
方法について理解を深めていきます。
今回はホームゲーム会場を活用し入社式を実施い

ただいた『株式会社ユニテックス様』、ベトナムでの
サッカー教室にご協力いただいた『株式会社エーエ
ルジェイ様』、ゼル塾での教材監修等にご協力いた
だく『株式会社 ACフォルテ様』にVTR 協力をい
ただき、FC町田ゼルビアとの出会いや連携項目の
具体的な説明、プロサッカークラブと協業する企業
側から感じるメリットなどをお話しいただきました。
講演予定時間の1時間があっという間に経過しク
ロージングへ。ＦＣ町田ゼルビアが目指す未来像や
2024シーズンへの想いをお伝えし講演は終了とな
りました。

たま未来・産業フェアにて講演を行いました！

ゼルビーが節分祭に参加しました！
　2月3日（土）、ゼルビーが春日神社（大蔵町）、菅原神社（本町田）
にて豆まきに参加し、多くの方々と交流させていただきました。
今年1年皆さまが健康に過ごすことができるよう願っております。

2月24日（土）ホーム開幕戦に向けて、町田市による『ＦＣ
町田ゼルビア応援ウィーク』を今年も実施いただきました。

ＦＣ町田ゼルビアＦＣ町田ゼルビア を実施！を実施！応援ウィーク

1  町田市庁舎1Fで職員の皆さまによる
「応援Ｔシャツの着用」
2  町田市庁舎 1Fのイベントスタジオで 2 週間
「ＦＣ町田ゼルビア応援ブース」を展開
3  町田駅ペデストリアンデッキ1号デッキに
22メートルの特大装飾が登場

4  町田駅ペデストリアンデッキ1号デッキを
ポスタージャック！

5  町田市公式サイトのトップページ・ブランディング
エリアに告知バナー表示

6  町田市庁舎＆ペデストリアンデッキをライトアップ
7  東急リバブル前のデジタルサイネージ
8  JR 町田駅前モニュメント（光の舞）柵への横断幕掲出
9  町田市庁舎ワンストップロビーへの横断幕掲出
10  町田市公式 SNSでの試合告知

22メートルの壁面ラッピング

野本倫央

街 づくり
アシスト

A S S I S T  f   r  T O W N  P L A N N I N G
街の賑わいや発展に協働して取り組み

次世代へと繋げていく街に

公式LINE
お友達登録してね！

クラブから最新情報が届きます！
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2 月10日（土）、FC 町田ゼルビア三輪緑山
クラブハウスにて第 2回目となる「認知症サポー
ター養成講座」を開催しました。
今回も町田市・一般社団法人Dフレンズ町田

及び認知症当事者が行きたい所に行こうプロジェ
クト実行委員の方 と々連携し、FC 町田ゼルビア
ファン・サポーターの方々を対象とした講座とな
りました。43 組 63 名のご応募と定員を大きく
上回る申込をいただいたことからも、きっかけを
必要としていた方々が多くいることも把握するこ
とができました。
キャラバン・メイトの星倉裕文氏（クリエーティ

ブカミヤ株式会社）に講師を務めていただき講座
がスタート。まずは各自が認知症に対するイメー

ジをどのようにもっているかを共有するところから
始めました。時折隣の方とディスカッションをし
たり、FC 町田ゼルビアの試合会場を例に講座
を進めるなど、イメージが湧きやすい事例などを
織り交ぜることで参加者の皆さんも楽しそうに参
加していました。
後半には認知症当事者の方にもお話をいただ

きました。講師からは「認知症の〇〇さんではな
く、〇〇さんが認知症」と〇〇さんという個人を
大切にしましょうと解説があり、参加者の方々も
深くうなずいていました。講座終了後にはクラブ
ハウス内を見学し、最後には天然芝のグラウンド
へ。触ったり寝転んだりと皆さんご満悦の様子で
した。

第２回「認知症サポーター養成講座」「認知症サポーター養成講座」
を開催しました

天然芝のグラウンドを満喫！クラブハウス見学後に受講者の皆さんで記念撮影

ＦＣ町田ゼルビアファン・サポーターの方々
を対象とした第2回目の「認知症サポーター
養成講座」を開催しました。

弊クラブでは、2014 年のクラブ社員とボラ
ンティアスタッフによる講座受講をきっかけ
に、認知症に関連する取り組みを行っていま
す。認知症カフェの会場提供、RUN 伴などイ
ベントでも地域活動団体の皆さんとご一緒す

ることが増えてきたことをきっかけに、2021年からＦＣ町田ゼルビア・
町田市・地域活動団体において今後に向けた対話を開始しました。

対話の中では「当事者の方 と々観戦ツアーはどうかな」「体操教室とス
マホ教室を1つのプログラムにできないかな」「ゼルビアがイベントを行う
際やホームタウン活動の際にコラボはどうだろうか」など活発な意見が飛
び交い、着実に1歩ずつ進んでいこうと任意活動団体『認知症当事者が
行きたい所へ行こうプロジェクト』を立ち上げました。

第1弾として取り組みを開始しているのが今回実施したＦＣ町田ゼルビ
アファン・サポーター向けの「認知症サポーター養成講座」です。 
　2023シーズンより開始し、第2回目の開催となった今回は、定員の
約 3倍のお申込をいただき抽選を行いました。講座を通じて認知症への
理解を深めるとともに、認知症の方 と々当たり前に共生できる社会に向
けて活動する仲間が増え続けています！

また、時を同じく2023シーズンに、第 2弾の取り組みとして「試合
観戦ツアー」を実施しました。2024シーズンも実施を計画しており、講
座で学習するだけでなく当事者の方 と々一緒に過ごす場を設定すること
で更に理解を深め、日常の中でも共生することが当たり前になっていく
きっかけづくりを行っています。ＦＣ町田ゼルビアでは、今後もプロジェ
クトはもちろん、町田市や町田市民の方 と々の対話を通じて更に活動を
広げていきたいと考えております。

担当スタッフ
コメント

野村卓也

A S S I S T  f o r  W E L F A R E

福祉
アシスト

人と人のつながりが
生まれる街に

人と人のつながりが
生まれる街に
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愛知金物建材株式会社
株式会社アイディエス
ITWDプログラミング教室　町田校
アイテック株式会社
アイワケア株式会社
株式会社浅田飴
アサヒ飲料販売株式会社　八王子支店
麻布大学
朝日リビング株式会社
麻布インテリア
株式会社アジアトレーディング
株式会社梓設計
有限会社東典礼
株式会社足立造園
行政書士渥美元博事務所
株式会社アバールデータ
アメージングアクティビティ株式会社
株式会社あるけい総業
いすゞ自動車首都圏株式会社
市川司法書士事務所
博多老舗いっぷくラーメン
医療法人社団 稲垣耳鼻咽喉科医院
イロハ・デザインコンセプト株式会社
株式会社インターバディ
株式会社ウェブトラスト
株式会社魚儀
ウッディーガーデン
うなぎ 町田双葉
エイティ工業
株式会社エイブリー
eim group
株式会社A.I.FACTORY
株式会社エクサバイト
株式会社エスエーシー
SMBC日興証券株式会社　町田支店
株式会社エスプラン
ゑにしや
株式会社FPクリエイション
有限会社エム・ビルド
有限会社ALL NEXT
オリバーグループ
株式会社オルガロ
カーテンショップ森の風
株式会社カイセ工業
岳大土木株式会社
隠れ家食堂
華月
社会福祉法人嘉祥会
合同会社カシワヤ
加藤行政書士・社会保険労務士事務所
有限会社カトウファーム
神蔵興業有限会社
株式会社カミコネ
神のよだれ
かもめClinic

環境エクステリア株式会社
元祖うな鐡
キタザワ・トレーディング株式会社
Kitchen＆Bar No,7
株式会社きめたハウジング
Carameliser
有限会社京南
草薙一郎法律事務所
株式会社くらしの窓保険
株式会社グリーン山愛
クリエーティブカミヤ株式会社
町田パリオ
クローバーランド株式会社
合同会社Cross Point
株式会社ケイ・エム・ビジネス
K-FRONTIER株式会社
康仁歯科医院
株式会社光進メンテナンス
美容室Coconfouato
コシード デ ソル
米家きゅうさん
株式会社小山左官工業
相模大野内視鏡・内科クリニック
ペダラーダ
櫻井三樹子社会保険労務士事務所
さち吉海鮮丼丸町田店
サプティー株式会社
さわざき歯科医院
三共自動車株式会社
サンシティ町田
サンリツオートメイション株式会社
株式会社三凌商事
株式会社シーズアンドニーズ
株式会社シーティーアイ
CPサロン町田店
JA町田市
事業リスク保険サービス株式会社
重田畳店
システムコミュニケーションズ株式会社
合同会社しなもんや
重南米穀店
城南信用金庫　玉川学園支店
城南信用金庫　小山田支店
城南信用金庫　すずかけ台支店
城南信用金庫　原町田支店
城南信用金庫　本町田支店
株式会社昌文社
新光商事株式会社
シンテイ警備株式会社
THINET
株式会社スキルドシール
パーソナルジムSTREAM
株式会社スリーライト
株式会社ZEN
有限会社村上クリーニング店／洗濯職人

綜合警備保障株式会社　南多摩支社
医療法人社団相明会
株式会社ダイグン
株式会社大曜ホームズ
株式会社タウンツアーズ
行政書士高見澤事務所
たぬき屋　久保田陶器店
有限会社田畑造園
たま整骨院
有限会社チアクリエーション
社会福祉法人竹清会
TSUTAYA西友町田店
TSUTAYA町田木曽店
株式会社堤組
鶴川団地センター名店街
有限会社ディ･エス･インターナショナル・
コンサルティング
TGI FRIDAYS 町田店
一般社団法人ディスカバリー
株式会社DELTA
闘牛門
株式会社東京綜合造園
東京板金工業株式会社
町田デザイン＆建築専門学校
東横サポート有限会社
株式会社東和ホーム
トーテック株式会社
トリプルスリー合同会社
有限会社長田工業
中村総建
Natural i Design
浪越指圧センター
株式会社なんでもドラフト
西松建設株式会社
日幸電機株式会社
日成機材株式会社
有限会社野川建装
野澤・中野法律事務所
野村不動産ライフ＆スポーツ株式会社 
メガロス町田
有限会社萩生田商事
小料理Bar 白圭
八昭印刷株式会社
バニラシュガー
株式会社ハブ
株式会社パブリックアート
株式会社パブリック商会
原町田四丁目商店会
医療法人社団多摩医療会 原町田診療所
東日本タクシー株式会社
株式会社久美堂
有限会社土方精肉店
株式会社ピュアトーン
ファシリティ パートナーズ株式会社
株式会社ファミリア―レ

Family Alis Project
株式会社50children
株式会社フォーシンク
プラスワンサービス株式会社
株式会社ブリッジ
有限会社ブルーウェイ
パーソナルトレーニングジムBrain
ヘアーアンドメイク エルフ
株式会社鳳山
訪問看護ステーション カミヤ
ホースツリー 
株式会社ホクレイ
ホテル町田ヴィラ
ホテルリソル町田
まいどおおきに 町田木曽食堂
町田焙煎珈琲株式会社
町田いずみ浄苑
町田一番街
特定非営利活動法人 町田ウォーキング
協会
町田駅前矯正歯科
町田駅前グレイス歯科・矯正歯科
株式会社セんカネコ
町田市飲食業生活衛生同業組合
町田歯科・矯正歯科
町田シビック綜合法律事務所
町田ドライヴィングスクール
公益社団法人 町田法人会
株式会社町田まちづくり公社
まほろ座MACHIDA
丸治屋せんべい店
旬菜酒房まるはば
ミズタニアンドコー株式会社
村野小児科アレルギー科
明光義塾　鶴川教室
株式会社モアチェン
株式会社モビリティワークス
有限会社守屋設備設計企画
株式会社ヤードエンジニアリング
焼鳥ブルース
やさいのナイトウ
もんじゃお好み焼きサカフネオヤジ
株式会社ユニオンメタル
株式会社ラグザイア
株式会社リオモーターズ
リックスカフェアメリカン
LIPOT町田
パティスリー・ル・ソレイユ
RAYMOND Next
株式会社れんたま
レンブラントホテル東京町田
浪漫商事株式会社
税理士法人わかば
株式会社ワンズ･オフィス

BL100% 70% 40%

【 2024年 ゼルビアアシスト 協賛企業一覧 】

ＦＣ町田ゼルビアの活動にご理解とご協力をいただき
厚く御礼を申し上げます

(敬称略、五十音順)

2024年4月8日現在

2 月10日（土）、FC 町田ゼルビア三輪緑山
クラブハウスにて第 2回目となる「認知症サポー
ター養成講座」を開催しました。
今回も町田市・一般社団法人Dフレンズ町田
及び認知症当事者が行きたい所に行こうプロジェ
クト実行委員の方 と々連携し、FC 町田ゼルビア
ファン・サポーターの方々を対象とした講座とな
りました。43 組 63 名のご応募と定員を大きく
上回る申込をいただいたことからも、きっかけを
必要としていた方々が多くいることも把握するこ
とができました。
キャラバン・メイトの星倉裕文氏（クリエーティ
ブカミヤ株式会社）に講師を務めていただき講座
がスタート。まずは各自が認知症に対するイメー

ジをどのようにもっているかを共有するところから
始めました。時折隣の方とディスカッションをし
たり、FC 町田ゼルビアの試合会場を例に講座
を進めるなど、イメージが湧きやすい事例などを
織り交ぜることで参加者の皆さんも楽しそうに参
加していました。
後半には認知症当事者の方にもお話をいただ
きました。講師からは「認知症の〇〇さんではな
く、〇〇さんが認知症」と〇〇さんという個人を
大切にしましょうと解説があり、参加者の方々も
深くうなずいていました。講座終了後にはクラブ
ハウス内を見学し、最後には天然芝のグラウンド
へ。触ったり寝転んだりと皆さんご満悦の様子で
した。

第２回「認知症サポーター養成講座」「認知症サポーター養成講座」
を開催しました

天然芝のグラウンドを満喫！クラブハウス見学後に受講者の皆さんで記念撮影

ＦＣ町田ゼルビアファン・サポーターの方々
を対象とした第2回目の「認知症サポーター
養成講座」を開催しました。

弊クラブでは、2014 年のクラブ社員とボラ
ンティアスタッフによる講座受講をきっかけ
に、認知症に関連する取り組みを行っていま
す。認知症カフェの会場提供、RUN 伴などイ
ベントでも地域活動団体の皆さんとご一緒す

ることが増えてきたことをきっかけに、2021年からＦＣ町田ゼルビア・
町田市・地域活動団体において今後に向けた対話を開始しました。

対話の中では「当事者の方 と々観戦ツアーはどうかな」「体操教室とス
マホ教室を1つのプログラムにできないかな」「ゼルビアがイベントを行う
際やホームタウン活動の際にコラボはどうだろうか」など活発な意見が飛
び交い、着実に1歩ずつ進んでいこうと任意活動団体『認知症当事者が
行きたい所へ行こうプロジェクト』を立ち上げました。

第1弾として取り組みを開始しているのが今回実施したＦＣ町田ゼルビ
アファン・サポーター向けの「認知症サポーター養成講座」です。 
　2023シーズンより開始し、第2回目の開催となった今回は、定員の
約 3倍のお申込をいただき抽選を行いました。講座を通じて認知症への
理解を深めるとともに、認知症の方 と々当たり前に共生できる社会に向
けて活動する仲間が増え続けています！

また、時を同じく2023シーズンに、第 2弾の取り組みとして「試合
観戦ツアー」を実施しました。2024シーズンも実施を計画しており、講
座で学習するだけでなく当事者の方 と々一緒に過ごす場を設定すること
で更に理解を深め、日常の中でも共生することが当たり前になっていく
きっかけづくりを行っています。ＦＣ町田ゼルビアでは、今後もプロジェ
クトはもちろん、町田市や町田市民の方 と々の対話を通じて更に活動を
広げていきたいと考えております。

担当スタッフ
コメント

野村卓也

A S S I S T  f o r  W E L F A R E

福祉
アシスト

人と人のつながりが
生まれる街に

人と人のつながりが
生まれる街に

皆さまからのアシスト(協賛)をお待ちしております！
次世代へと繋げる魅力的な街づくりを共に行いましょう！

「FC町田ゼルビア」
を検索1 必要事項を入力して

「送信」ボタンをクリック3 後日、クラブより
ご連絡いたします4メニューバーの「HOMETOWN」より

「ゼルビアアシスト募集」をクリック2

協賛企業募集
お申込み方法

※書面にてお申込みの際は申込用紙に必要事項をご記入のうえ、担当にお渡しいただくかFAXでご送信ください。申込用紙は担当よりお渡しいたします。また、ホームページからもダウンロードいただけます。
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1 0 名古屋グランパス

初勝利!J13.2 [sat]
TOYOTA STADIUM

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS5.3（金・祝）
15:00 KICK

OFF

柏レイソル

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS5.15（水）
19:00 KICK

OFF

セレッソ大阪

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS5.19（日）
14:00 KICK

OFF

東京ヴェルディ

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS7.6（土）
18:00 KICK

OFF

名古屋グランパス

国立競技場国立競技場会場

VSVS7.20（土）
18:00 KICK

OFF

横浜Ｆ・マリノス

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS6. 1 （土）
15:00 KICK

OFF

アルビレックス新潟

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS6.22（土）
15:00 KICK

OFF

アビスパ福岡
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